
問

物
価
高
騰
で
困
難
な

市
民
生
活
が
続
く
な
か

で
、
公
共
施
設
等
の
使
用

料
の
引
き
上
げ
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。

市
営
バ
ス
や
コ
ミ
セ

ン
、
体
育
施
設
、
文
化
施

設
、病
院
差
額
室
料
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を

及
ぼ
す
。

公
益
性
を
重
視
し
、
市

民
へ
の
負
担
増
は
控
え
る

べ
き
だ
が
。

市
長

見
直
し
す
る
施
設

等
は
１
５
５
施
設
で
、
対

前
年
度
比
で
、
公
共
施
設

等
で
３
９
０
０
万
円
増
、

ご
み
処
理
手
数
料
は
１
９

０
０
万
円
増
、
病
院
事
業

で
６
６
０
万
円
増
を
見
込

ん
で
い
る
。

条
例
改
正
か
ら
新
料
金

適
用
ま
で
６
ヶ
月
間
の
周

知
期
間
を
設
け
、
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
図
る
。

急
激
な
市
民
負
担
の
上

昇
を
抑
え
る
た
め

％
増

30

を
上
限
と
し
た
。

施
設
の
午
前
・
午
後
・

夜
間
の
使
用
区
分
を
時
間

単
価
に
移
行
す
る
。

で
き
る
限
り
負
担
軽
減

を
図
り
、
利
便
性
向
上
の

工
夫
を
し
て
い
る
。

問

政
策
顧
問
の
設
置
・

人
選
は
市
長
自
ら
に
よ
る

も
の
か
。

政
策
顧
問
の
ひ
と
り
で

あ
る
樋
渡
啓
祐
氏
は
、
元

佐
賀
県
武
雄
市
長
と
し

て
、
市
民
病
院
の
民
間
移

譲
や
、
民
間
主
導
の
市
図

書
館
の
運
営
な
ど
を
や
っ

た
方
だ
が
。

市
長

専
門
性
を
有
す
る

外
部
人
材
の
発
想
や
知
見

を
取
り
入
れ
、
市
政
策
の

充
実
を
図
る
た
め
、
私
自

身
の
発
案
で
検
討
し
、
５

名
へ
委
嘱
し
た
。

強
み
を
伸
ば
し
、
課
題

克
服
を
図
る
た
め
に
も
、

高
い
知
見
を
持
つ
専
門
家

の
助
言
が
不
可
欠
で
あ

り
、
人
選
も
含
め
私
が
設

置
を
決
定
し
た
。

助
言
内
容
は
、
市
の
課

題
と
各
顧
問
の
専
門
性
を

踏
ま
え
、
テ
ー
マ
を
整
理

し
て
お
願
い
す
る
予
定
で

あ
る
。（

２
面
に
つ
づ
く
）
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新つるおかHP

■お知らせ■

しんぶん赤旗日曜版3月22日

付が休刊となるため、「新つる

おか」も22日付を休みます。

３月議会一般質問は、29日

号に掲載となります。

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
が
２
日
開
会
さ
れ
、
日
本

12

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
、
菅
井
巌
議
員
が
①
公
共

施
設
等
の
使
用
料
見
直
し
、
②
男
女
共
同
参
画
計
画
の

推
進
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
、
③
政
策
顧
問
の

設
置
、
④
公
共
施
設
整
備
、
⑤
農
業
・
米
政
策
の
課
題
、

⑥
病
院
事
業
、
⑦
平
和
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
総
括
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

公
共
施
設
、
公
益
性
を
重
視
す
べ
き

問

若
者
、
特
に
女
性
の

県
外
流
出
の
要
因
に
は
、

地
方
と
都
市
の
賃
金
格
差

に
加
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
・
男
女
の
賃
金
格

差
・
社
会
的
な
差
別
が
あ

る
。若

者
、
女
性
の
人
口
動

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
施
策
は

態
の
調
査
・
分
析
と
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

に
向
け
た
、
職
場
、
家
庭
、

地
域
や
学
校
な
ど
で
の
具

体
的
な
施
策
、
取
組
の
考

え
は
ど
う
か
。

市
長

～

歳
の
若

15

24

者
、
特
に
女
性
の
転
出
超

過
が
続
い
て
い
る
。

高
卒
者
訳
約
１
２
０
０

人
の
う
ち
約
７
割
が
進
学

・
就
職
で
県
外
に
転
出
し

て
お
り
、
女
性
の
転
出
割

合
が
高
い
。

要
因
は
都
市
部
の
利
便

性
や
、
一
人
暮
ら
し
へ
の

憧
れ
、
志
望
す
る
大
学
・

会
社
の
存
在
な
ど
複
合
的

で
あ
る
。

経
営
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
男
女
共
に
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
と
、
女
性

活
躍
促
進
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。

町
内
会
・
自
治
会
長
を

対
象
と
し
た
女
性
や
若
者

等
の
人
材
活
用
、
デ
ジ
タ

ル
活
用
に
よ
る
仕
組
み
づ

く
り
を
行
う
。

市
民
意
識
調
査
を
毎
年

実
施
し
、
意
見
を
踏
ま
え

見
直
し
て
ゆ
く
。

政
策
顧
問
の
人
選
は
市
長
自
ら
か

県
議
会
で
改
憲
質
問
、国
際
婦
人
デ
ー

▽
２
月

日
の
一
般
質
問
で
自
民
党
議

27

員
が
、「
国
家
安
全
保
障
の
要
は
防
衛
。

自
衛
隊
員
の
士
気
向
上
の
た
め
、
自
衛

隊
を
し
っ
か
り
と
憲
法
に
位
置
づ
け
る

憲
法
改
正
の
議
論
を
さ
ら
に
さ
ら
に
加

速
す
べ
き
」
と
し
て
、
知
事
に
所
感
を

求
め
ま
し
た
。

知
事
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
「
国
民
主

権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義

と
い
う
憲
法
の
理
念
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
国
民
的
な
議
論
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
重
要
」
と
し
て
自
分
の
所
感

は
述
べ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
衛
隊
の

役
割
と
し
て
、
災
害
時
の
救
助
活
動
の

他
に
、
「
海
外
に
お
け
る
国
際
平
和
協

力
活
動
」
を
加
え
ま
し
た
。

質
問
し
た
議
員
が
評
し
た
通
り
、「
一

歩
前
進
」
の
答
弁
と
も
言
え
、
懸
念
を

抱
き
ま
し
た
。

▽
８
日
、
国
際
婦
人
デ
ー
田
川
地
区
集

会
に
出
席
。
各
分
野
の
報
告
の
後
、
ラ

イ
タ
ー
の
和

田
靜
香
さ
ん

の
講
演
を
拝

聴
。

年
間

11

の
ア
ル
バ
イ

ト
生
活
の
後
、

コ
ロ
ナ
で
す

べ
て
を
失
う

と
い
う
体
験
を
経
て
出
版
し
た
著
書

が
、
政
治
分
野
で
は
異
例
の
ヒ
ッ
ト
。

「
公
営
住
宅
に
単
身
向
け
が
無
い
」「
失

業
し
た
が
就
労
支
援
を
知
ら
な
か
っ

た
」「（
杉
並
区
で
培
わ
れ
て
き
た
気
風

と
し
て
）
女
性
が
自
分
で
物
事
を
始
め

る
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
尊
厳
の
問
題
」
等

々
、
深
い
内
容
を
と
て
も
親
し
み
や
す

く
語
ら
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
ご
著
書

に
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
、
吉
村
県
政
の

お
話
等
、
ち
ょ
っ
と
意
見
交
換
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）



農山漁村振興課（ ）内は予定価格
3月5日入札分

・令和7年災林道長沢線災害復旧工事(繰越明許)（槙代字長沢地内）（入札2業者）
(株)和泉工務店 11,300,000円（11,381,000円）工期～8/31（落札率99.29％）
・令和7年災林道南沢線災害復旧工事(繰越明許)（山五十川字南沢地内）
中止

雨水事務室（ ）内は予定価格
3月6日入札分

・市公共下水道事業 雨水九分溝2113～2148号路面復旧工事（大西町地内）
中止

（
１
面
の
つ
づ
き
）

現
時
点
で
、
樋
渡
氏
か

ら
本
市
の
病
院
運
営
や
図

書
館
整
備
に
つ
い
て
、
助

言
を
受
け
る
予
定
は
な

い
。

給
食
セ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
判
断
改
め
る
べ
き

問

現
給
食
セ
ン
タ
ー
の

常
勤
換
算
調
理
員
数
は
54

人
だ
が
、
新
セ
ン
タ
ー
で

は
、
最
新
調
理
設
備
等
で

効
率
化
を
図
り
、

人
を

40

想
定
し
て
い
る
。

学
校
給
食
・
食
農
教
育

推
進
本
部
の
会
議
で
、
コ

ス
ト
面
で
の
優
位
性
か

ら
、
事
業
手
法
を
、
財
政

縮
減
効
果
の
最
も
高
い
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用
し
、
資

金
調
達
か
ら
設
計
・
施
工

・
維
持
管
理
・
調
理
運
営

ま
で
、
全
て
民
間
委
託
の

方
式
も
示
さ
れ
た
。

公
的
責
任
を
追
及
せ

ず
、
人
的
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

を
優
先
し
た
方
式
を
提
案

・
協
議
し
た
の
か
。

本
部
長
の
佐
藤
市
長

は
、
推
進
本
部
会
議
に
一

度
も
参
加
で
き
な
か
っ

た
。委

員
の
真
意
を
く
み
取

り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
判
断

も
改
め
る
べ
き
だ
が
ど
う

か
。

市
長

昨
年
度
と
大
き
く

異
な
る
点
は
、
財
政
健
全

化
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ

こ
と
だ
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採
用
予

定
と
し
て
い
る
が
、
昨
年

度
の
検
討
か
ら
１
年
近
く

経
過
し
て
お
り
、
関
係
事

業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
結
果
を
分
析
し
て
い

る
。総

合
的
に
判
断
し
、
事

業
方
式
を
決
定
し
て
ゆ

く
。財

政
面
で
有
利
な
点
を

考
慮
し
、
民
間
委
託
を
提

案
し
た
。

推
進
本
部
会
議
の
運
営

・
結
果
は
、
副
本
部
長
の

教
育
長
か
ら
報
告
を
受
け

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
会

議
で
委
員
の
意
見
を
踏
ま

え
た
一
定
の
方
向
性
は
得

ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

こ
ぴ
あ
２
階
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
記
念
講
演
に
フ
リ

ー
ラ
イ
タ
ー
の
和
田
静
香

さ
ん
が
、
「
わ
た
し
た
ち

の
く
ら
し
と
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
職
場

・
地
域
か
ら
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
２
６
年
国
際
女
性

デ
ー
田
川
地
区
集
会
が
３

月
８
日
、
鶴
岡
協
同
の
家

る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。政

府
の
米
政
策
の
見

直
し
に
併
せ
た
検
討
が

示
さ
れ
て
お
り
、
動
向

を
注
視
し
、
必
要
に
応

じ
て
現
場
の
声
を
伝
え

て
ゆ
く
。

食
糧
法
の
見
直
し

は
、
多
様
化
す
る
流
通

の
把
握
強
化
と
、
届
け

出
事
業
者
の
拡
大
、
備

蓄
制
度
の
見
直
し
図
る

も
の
で
、
食
料
安
全
保

障
の
実
効
性
を
担
保
す

る
た
め
に
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。

食
糧
法
の
見
直
し
中
止
求
め
る
べ
き

問

今
年
６
月
の
国
産
米

民
間
在
庫
は
、
適
正
量
を

上
回
る
予
測
で
、
米
価
も

続
落
し
て
い
る
。

米
価
の
乱
高
下
は
農
家

経
営
だ
け
で
な
く
、
市
の

財
政
や
地
域
経
済
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」

を
農
家
に
求
め
る
の
で
あ

れ
ば
、
所
得
補
償
と
価
格

保
証
の
確
立
が
不
可
欠
で

あ
る
。

食
糧
法
の
見
直
し
は
、

農
家
・
農
業
団
体
・
流
通

事
業
者
に
混
乱
と
不
利
益

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ

り
、
政
府
に
中
止
を
求
め

る
べ
き
だ
が
。

市
長

農
業
経
営
の
安
定

に
は
、
再
生
産
可
能
な
水

準
の
販
売
収
入
維
持
が
不

可
欠
で
あ
り
、
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
を
図

病
院
事
業
改
善
へ
の
取
り
組
み
は

問

病
院
事
業
は
、
当
初

予
算
で
赤
字
６
億
７
５
７

０
万
円
を
見
込
み
、
い
ぜ

ん
と
し
て
厳
し
い
現
状

だ
。収

入
増
に
む
け
、
課
題

分
析
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
委
託
す
る
が
、
す

で
に
課
題
が
示
さ
れ
て
い

る
病
床
利
用
率
や
、
地
域

医
療
連
携
の
改
善
、
職
員

の
意
識
改
革
は
ど
う
か
。

病
院
事
業
管
理
者

病
床

利
用
率
向
上
の
取
組
み
と

し
て
、
外
来
患
者
数
増
加

を
入
院
へ
と
繋
げ
る
た

め
、
医
院
長
が
、
各
診
療

科
の
医
師
と
地
域
の
医
療

機
関
に
直
接
訪
問
し
、
課

題
や
要
望
等
の
意
見
交
換

を
行
い
、
連
携
強
化
と
、

救
急
体
制
の
見
直
し
、
救

急
患
者
の
積
極
的
な
受
入

れ
を
し
て
い
る
。

多
職
種
で
構
成
す
る
経

営
改
革
推
進
委
員
会
を
設

置
し
、
医
師
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
通
じ
た
改
善
策
の

検
討
と
、
職
員
向
け
の
情

報
発
信
を
行
い
、
経
営
意

識
を
高
め
て
い
る
。

問

新
聞
報
道
さ
れ
た
、

荘
内
病
院
職
員
に
よ
る

市
へ
の
損
害
賠
償
の
提

巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
、
平
和

な
ま
ち
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト

を
継
続
し
て
ゆ
く
。

県
で
は
、
２
月
に
戦
争

資
料
の
保
存
と
記
憶
継
承

の
在
り
方
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
。

戦
争
の
記
憶
や
、
平
和

の
尊
さ
を
次
世
代
に
継
承

す
る
こ
と
は
、
戦
争
の
惨

禍
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
何
よ
り
も
重
要
な
こ

と
で
あ
る
。

県
と
情
報
交
換
に
努

め
、
連
携
の
可
能
性
を
探

っ
て
ゆ
く
。

問

「
平
和
都
市
宣
言
」

に
基
づ
き
、
記
憶
・
記
録

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
「
平

和
推
進
事
業
」
に
、
一
層

の
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。県

の
新
規
事
業
「
山
形

の
戦
争
に
係
る
歴
史
と
記

憶
の
継
承
」
に
、
市
の
取

組
み
や
、
記
録
・
資
料
な

ど
の
情
報
提
供
も
含
め
、

積
極
的
な
関
与
を
し
て
ゆ

く
必
要
が
あ
る
が
ど
う

か
。

市
長

平
和
の
集
い
と
資

料
展
、
戦
争
関
連
史
跡
を

平
和
推
進

県
新
規
事
業
へ
の
関
与
は

今
年
度
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
委
員
会
が
対
応
し

た
事
例
は
３
件
で
、
就
業

環
境
の
回
復
や
、
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
な
ど
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
い
る
。

防
止
の
観
点
か
ら
、
職

員
意
識
の
向
上
と
、
事
例

を
踏
ま
え
た
研
修
会
を
予

定
し
て
い
る
。

訴
の
見
解
と
対
応
は
ど
う

か
。病

院
内
で
の
近
年
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
訴
え
や
、

対
応
状
況
は
ど
う
か
。

病
院
事
業
管
理
者

訴
訟

事
案
は
係
争
中
の
た
め
、

個
別
内
容
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
は
差
し
控
え
る
。

法
令
に
基
づ
き
、
適
切

に
対
応
し
て
ゆ
く
。


